
＊カラオケ部会⻑栗⽥直⼈さんが、故郷福岡県浮⽻市川原町の⽼⼈会で毎年⼤正琴による慰問の模様が町内 
会報誌に掲載されたので、ご紹介します。栗⽥さんは定年退職後⼤正琴を始められ、関東⼤和ハウスОBОG 
会総会後の懇親会でも、仲間の皆さんと演奏して頂きました。 

 
＊＊＊私が故郷（川原町）の⽼⼈会で⼤正琴を演奏する事になったきっかけは、故郷が恋しくなり毎年 5 ⽉の
ゴールデンウイークに帰省してまして親戚（叔⽗叔⺟）に挨拶に⾏く程度でした。しかし、６３歳で退職して
からは歳いったせいもあり親戚の⼈以外にも幼い頃お世話になった近所の⽅（ご年配）にもご恩返しをしたい
と思い⼤正琴演奏を始めました。＊＊＊   【栗⽥直⼈】                                   


